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WB 1:1000-1:5000,IHC 1:100-1:200,ICC/IF 1:50-1:200,ICC 1:50-1:200,FC 1:20-1:100,IP 1:20-
1:50

Calculated MW: 19 kDa ; Observed MW: 27 kDa

PPP1R1A
I 1; I1; Inhibitor 1; IPP1; Ppp1rla; Protein phosphatase 1 regulatory (inhibitor) subunit
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	応用
	抗原情報
	背景
	他のタンパク質のリン酸化を制御する役割を果たし、それ自体は環状 AMP 依存性タンパク質キナーゼによってトレオニン 35 でリン酸化されます。さらに、プロリン標的キナーゼ Cdk1、Cdk5、およびミトゲン活性化タンパク質キナーゼ (MAPK) は、系統学的に保存された位置であるセリン 67 で IPP-1 の in vitro リン酸化を媒介します。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	すべてのレーンでは、抗体を 1:1K に希釈して室温で 1 時間使用します。
	

	すべてのレーンでは、抗体を 1:1K に希釈して室温で 1 時間使用します。
	

	ラット脳溶解物中の PPP1R1A 発現のウェスタンブロット分析。

